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(57)【要約】
【課題】走査及び画像生成に関する処理と画像表示を停
止することなく、送信フォーカス段数やフレームレート
などの走査条件を変更可能とする超音波診断装置を提供
する。
【解決手段】各構成要素が、走査条件に対応する制御デ
ータを記憶する第１と第２の領域を備えた制御データ記
憶部と、前記第１と第２の記憶領域に対し前記制御デー
タを書込む領域と前記制御データを読み出す領域を制御
する領域切替部とを備え、前記第１と第２の記憶領域の
いずれか一方に変更後の走査条件に対応する制御データ
が書込まれ、前記領域切替部によって切替え制御され、
前記書込まれた制御データが読み出されることで、前記
構成要素を前記変更後の走査条件に対応する制御データ
で動作させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブを介して被検体に超音波を送信し、前記被検体から反射した超音波エコ
ーを前記超音波プローブを介して受信することで前記被検体の走査を行う送受信処理部と
、前記超音波エコー信号を信号処理する信号処理部と、信号処理された前記超音波エコー
のデータを基に超音波画像を生成する画像生成部と、前記超音波画像を表示する表示部と
、前記各構成要素を走査条件に対応して動作制御するシステム制御部とを備えた超音波診
断装置であって、
　前記走査条件に対応して前記各構成要素を動作制御するための制御データを生成する制
御データ生成部と、
　前記構成要素それぞれに設けられ、前記制御データ生成部で生成された制御データを記
憶する第１と第２の記憶領域を有する制御データ記憶部と、
　前記構成要素それぞれについて、前記第１と第２の記憶領域に対し前記制御データを書
き込む領域と前記制御データを読み出す領域を切替え制御する制御データ領域切替部と、
　前記制御データ生成部に前記走査条件の変更を指示する操作部とを備え、
　前記操作部から走査条件の変更の指示を受けて、前記第１と第２の記憶領域のいずれか
一方に前記変更後の走査条件に対応する制御データが書き込まれ、
　所定のタイミングで前記制御データ領域切替部が切替え制御され、前記書き込まれた制
御データが読み出されることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記所定のタイミングは前記送受信処理部が前記超音波プローブに次の走査を実行させ
る前、又は、前記信号処理部もしくは前記画像生成部が次の走査に係る最初のデータを処
理実行する前であることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記構成要素が、超音波エコー信号を処理したデータに、前記超音波エコー信号を処理
したデータを受信する他の構成要素の前記制御データ領域切替部を切替え制御するための
制御命令を付帯し、
　前記他の構成要素が、超音波エコー信号を処理したデータに、前記超音波エコー信号を
処理したデータの転送先である他の構成要素の前記制御データ領域切替部を切替え制御す
るための制御命令を付帯し、
　前記他の構成要素が、前記超音波エコー信号を処理したデータが転送されたときに、前
記超音波エコー信号を処理したデータに付帯された制御命令を基に前記他の構成要素の前
記制御データ領域切替部を切替え制御することを特徴とする請求項１又は請求項２のいず
れかに記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記構成要素が、超音波エコー信号を処理したデータが転送される他の構成要素の前記
制御データ領域切替部を切替え制御するための制御命令を、前記他の構成要素が前記超音
波エコー信号を処理したデータが転送される前に、あらかじめ前記他の構成要素に設定し
、
　前記他の構成要素が、前記制御命令を基に前記他の構成要素の前記制御データ領域切替
部を切替え制御することを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載の超音波診
断装置。
【請求項５】
　前記システム制御部が、前記構成要素から、他の構成要素への前記超音波エコー信号を
処理したデータに関する転送処理の完了通知を受けて、前記構成要素の前記制御データ領
域切替部を切替え制御することを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載の超
音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、超音波の送受信により超音波画像を得る技術に関し、特に超音波検査の実施
時に超音波画像の取得（走査）を停止することなく走査条件を変更することで、超音波診
断を中断することなく異なる条件での検査を続けて実施可能とする技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　観測対象に応じてフレームレートや画質等の走査条件を変更可能な超音波診断装置は、
走査条件の変更に応じて分解能や感度を維持するために、走査線の本数、送信フォーカス
段数等のパラメータを変更する手段を有している。これらパラメータは、操作者の選択値
、あるいは、表示形態の変更に対応する最適値へ自動的に移行するようになっている。
【０００３】
　例えば、送信フォーカス段数は、各走査線が送信フォーカスをあてる点の数を表してい
る。送信フォーカスをあてる点の付近は解像度が上がることから、送信フォーカス段数を
増やすことにより画像の解像度を向上させることが可能となる。
【０００４】
　前記パラメータはフレームレート、つまり、単位時間あたりに何度画面が更新されるか
に密接に関係している。例えば、送信フォーカス段数を上げると超音波プローブの各振動
子が１回の走査において送信するビームの回数が増えるため、走査線本数が多い程、又は
、送信フォーカス段数が多い程、フレームレートが低下する。つまり、走査線本数の増加
や送信フォーカス段数の増加と、フレームレートの向上はトレードオフの関係にあり、そ
のため、観測対象の特性に応じて最適な走査条件を選択し、観測対象ごとに逐次変更する
必要がある。
【０００５】
　例えば、肝臓造影検査では造影剤を注入後の経過時間に応じて観測できる部位が異なる
ため、造影剤注入直後の検査の初期段階では動脈相や門脈相の観測を行い、検査の終盤で
は肝実質相の観測を行う。
【０００６】
　動脈相や門脈相の観測を行う検査の初期段階では、造影剤の流れが速く瞬時の情報が必
要となるため、フレームレートを上げる必要があり、それに伴い送信フォーカス段数を下
げることとなる。
【０００７】
　肝実質相の観測を行う検査終盤においては、造影剤の流れが緩やかになり、動脈相や門
脈相の観測時のように高いフレームレートを必要としない。そのため、肝実質相の観測の
ときには送信フォーカス段数を増やして高い解像度を得られる設定とする。
【０００８】
　所定のフレームレートで超音波診断装置を動作させる技術として、例えば特許文献１に
は、走査実行時にフレームレートが所定の閾値を下回らないように維持するための技術が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００６－１１６１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、従来の超音波診断装置においては、所定の観測の中で走査条件を変更する際に
は、走査及び画像生成に関する処理を停止する必要があり、その間、超音波画像を取得す
ることができなかった。これは、走査条件を変更するタイミングで、操作者が走査条件と
して指定した送信フォーカス段数等のパラメータに従い、超音波画像を生成する各構成要
素の動作を制御するデータ（以降ではこのデータを「制御データ」と呼ぶ）を走査条件ご
とに算出したうえで、各構成要素が読み出す制御データを、新しい制御データに書き換え
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る必要があるためである。
【００１１】
　前記特許文献１には、超音波検査中に超音波診断装置の挙動を所定の走査条件にあわせ
て制御する技術が開示されているが、送信フォーカス段数やフレームレートなどの走査条
件を測定対象にあわせて変更しながら動作させることができるものではない。
【００１２】
　この発明は上記の問題を解決するものであり、走査及び画像生成に関する処理を停止す
ることなく、送信フォーカス段数やフレームレートなどの走査条件を変更可能とする超音
波診断装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、この発明の第１の形態は、超音波プローブを介して被検体
に超音波を送信し、前記被検体から反射した超音波エコーを前記超音波プローブを介して
受信することで前記被検体の走査を行う送受信処理部と、前記超音波エコー信号を信号処
理する信号処理部と、信号処理された前記超音波エコーのデータを基に超音波画像を生成
する画像生成部と、前記超音波画像を表示する表示部と、前記各構成要素を走査条件に対
応して動作制御するシステム制御部とを備えた超音波診断装置であって、前記走査条件に
対応して前記各構成要素を動作制御するための制御データを生成する制御データ生成部と
、前記構成要素それぞれに設けられ、前記制御データ生成部で生成された制御データを記
憶する第１と第２の記憶領域を有する制御データ記憶部と、前記構成要素それぞれについ
て、前記第１と第２の記憶領域に対し前記制御データを書き込む領域と前記制御データを
読み出す領域を切替え制御する制御データ領域切替部と、前記制御データ生成部に前記走
査条件の変更を指示する操作部とを備え、前記操作部から走査条件の変更の指示を受けて
、前記第１と第２の記憶領域のいずれか一方に前記変更後の走査条件に対応する制御デー
タが書き込まれ、所定のタイミングで前記制御データ領域切替部が切替え制御され、前記
書き込まれた制御データが読み出されることを特徴とする超音波診断装置である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、超音波画像を生成する各構成要素が、第１の領域及び第２の領域のい
ずれか一方の領域に記憶された、第１の走査条件に係る制御データを基に動作している間
に、あらかじめ第２の走査条件、つまり、次の走査条件に係る制御データを作成し他方の
領域に記憶させておく。そして、次の走査のタイミングで記憶された制御データを読み出
して各構成要素を動作させる。これにより、走査条件を変更するタイミングで、第２の走
査条件に係る制御データの算出と該制御データへの書換えを行う必要が無くなるため、走
査及び画像生成に関する処理を停止することなく送信フォーカス段数やフレームレートな
どの走査条件を変更することが可能となる。
【００１５】
　また、走査を停止することなく走査条件を変更することが可能となるため、走査の停止
に伴う超音波画像の見落としを予防することが可能となる。さらに、走査条件を変更する
ときに診断が中断されるような煩わしさが無くなり操作性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１の実施形態又は変形例１に係る超音波診断装置の機能ブロック図である。
【図２】第１の実施形態に係る超音波診断装置の走査時の処理シーケンスを示したシーケ
ンス図である。
【図３】変形例１に係る超音波診断装置の走査時の処理シーケンスを示したシーケンス図
である。
【図４】変形例２に係る超音波診断装置の機能ブロック図である。
【図５】変形例２に係る超音波診断装置の走査時の動作を示したフローチャートである。
【図６】走査条件の変更を行うときの従来の方式及び新しい方式の処理流れを時間軸上で
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比較した比較図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　（第１の実施形態）
　まず、第１の実施形態に係る超音波診断装置１の構成について図１を参照しながら説明
する。
【００１８】
　超音波プローブ１０としては、複数の超音波振動子が所定方向（走査方向）に１列に配
置された１次元アレイプローブ、又は、複数の超音波振動子が２次元的に配置された２次
元アレイプローブが用いられる。また、所定方向（走査方向）に配列された超音波振動子
を走査方向に直交する方向（スライス方向）に機械的に揺動可能な１次元アレイプローブ
を用いても良い。超音波プローブ１０は、送受信処理部１１からの信号（以降では、この
信号を「送信駆動パルス」と呼ぶ）により所定の走査条件（例えば、フレームレートや送
信フォーカス段数）に従って動作する。
【００１９】
　送受信処理部１１は、送受信処理制御部１１１と、制御データ記憶部１１２と、制御デ
ータ読み出し領域切替部１１３１と、制御データ書き込み領域切替部１１３２で構成され
る。
【００２０】
　送受信処理制御部１１１は、超音波プローブ１０に送信駆動パルスを出力するためのク
ロック発生回路、送信遅延回路、及びパルサ回路と、超音波プローブ１０からの信号（以
降では、この信号を「受信エコー信号」と呼ぶ）を受信するプリアンプ回路、Ａ／Ｄ変換
回路、及び受信遅延・加算回路を含んで構成されている。
【００２１】
　また、送受信処理制御部１１１は、超音波プローブ１０の各超音波振動子から出力され
るエコー信号を受信すると、受信チャンネルごとにプリアンプ回路で増幅し、増幅された
エコー信号をＡ／Ｄ変換したうえで受信遅延・加算回路で受信ビーム方向を決定するのに
必要な遅延時間処理を行い整相加算して受信ビームを生成する（この加算により受信指向
性に応じた方向からの反射成分が強調される）。なお、この送受信処理制御部１１１によ
って整相加算処理された信号を「ＲＦデータ」と称する場合がある。送受信処理制御部１
１１は、生成したＲＦデータを後述する信号処理制御部１２１に出力する。
【００２２】
　送受信処理制御部１１１は、操作部１５から操作者が指定した、例えば、フレームレー
トや送信フォーカス段数等の走査条件、又は、Ｂモードやドップラーモード等の走査モー
ド（以降は、特に指定が無い限り該走査条件及び該走査モードを総じて「走査条件」と呼
ぶ）に応じて各回路を動作させるための制御データを制御データ読み出し領域切替部１１
３１を介し制御データ記憶部１１２から読み出す（制御データ領域切替部１１３及び制御
データ記憶部１１２については後述する）。
【００２３】
　制御データ記憶部１１２は、前記制御データを記憶する第１の領域１１２１及び第２の
領域１１２２を有する。第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２にはそれぞれ異なる
制御データが記憶される。なお、第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２はそれぞれ
異なるメモリで構成するようにしても良いし、１つのメモリの記憶領域をそれぞれ異なる
２つの領域に分割して、第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２としても良い。また
、３つ以上の領域を設け、該３つ以上の領域のいずれか２つの領域を第１の領域１１２１
及び第２の領域１１２２としても良い。
【００２４】
　制御データ読み出し領域切替部１１３１は、送受信処理制御部１１１が制御データを読
み出す領域を、第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２のいずれか一方に選択的に切
替える。制御データ読み出し領域切替部１１３１による制御データを読み出す領域の切替



(6) JP 2011-156237 A 2011.8.18

10

20

30

40

50

えは送受信処理制御部１１１により制御される。
【００２５】
　また、制御データ書き込み領域切替部１１３２は、制御データ生成部１６から設定され
た制御データが、第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２のいずれか一方に選択的に
書込まれるように制御データを書込む領域を切替える。制御データ書き込み領域切替部１
１３２による制御データを書込む領域の切替えは、第１の領域１１２１及び第２の領域１
１２２にそれぞれ異なる制御データが記憶されるように送受信処理制御部１１１により制
御される。
【００２６】
　制御データ記憶部１１２への制御データの書き込みは、制御データ書き込み領域切替部
１１３２を介し制御データ生成部１６が行う（制御データ生成部１６については後述する
）。
【００２７】
　なお、制御データ記憶部１１２に記憶された制御データは、制御データ読み出し領域切
替部１１３１により第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２のいずれか一方の領域か
ら読み出し可能となるように制御される。このとき、制御データ記憶部１１２への制御デ
ータの書き込みは、制御データ書き込み領域切替部１１３２により他方の領域にのみ書き
込み可能となるように制御される。
【００２８】
　信号処理部１２は、信号処理制御部１２１と、制御データ記憶部１２２と、制御データ
読み出し領域切替部１２３１と、制御データ書き込み領域切替部１２３２とで構成される
。
【００２９】
　信号処理制御部１２１は、Ｂモード処理部やＣＦＭ（Ｃｏｌｏｒ Ｆｌｏｗ Ｍａｐｐｉ
ｎｇ）処理部などを備えて構成されている。Ｂモード処理部は、エコーの振幅情報の映像
化を行う。具体的には、Ｂモード処理部は送受信処理制御部１１１から出力された受信信
号（ＲＦデータ）に対してバンドパスフィルタ処理を行い、その後、出力信号の包絡線を
検波し、検波されたデータに対して対数変換による圧縮処理を施す。また、ＣＦＭ処理部
は、動いている血流の映像化を行う血流情報を作成する。血流情報には、速度、分散、パ
ワー等の情報が含まれる。以降では、これらのＲＦデータを信号処理したデータを「信号
処理後のデータ」と呼ぶ場合がある。信号処理制御部１２１は、信号処理後のデータを後
述する画像生成制御部１３１へ出力する。
【００３０】
　信号処理制御部１２１は、操作部１５から操作者が指定した走査条件に応じて各回路を
動作させるための制御データを、制御データ読み出し領域切替部１２３１を介し制御デー
タ記憶部１２２から読み出す。
【００３１】
　なお、制御データ記憶部１２２に記憶される制御データの具体的な内容は異なるものの
、制御データ記憶部１２２及び制御データ読み出し領域切替部１２３１、制御データ書き
込み領域切替部１２３２との構成及び動作は、それぞれ送受信処理部１１の制御データ記
憶部１１２及び制御データ読み出し領域切替部１１３１、制御データ書き込み領域切替部
１１３２と同様のため詳細な説明は省略する。
【００３２】
　画像生成部１３は、画像生成制御部１３１と、制御データ記憶部１３２と、制御データ
読み出し領域切替部１３３１、制御データ書き込み領域切替部１３３２とで構成される。
【００３３】
　画像生成制御部１３１は、走査線信号列で表される信号処理後のデータを、空間座標に
基づいた座標系のデータに変換する（デジタルスキャンコンバージョン）。例えば、画像
生成制御部１３１は、信号処理制御部１２１のＢモード処理部から出力された信号処理後
のデータに対してスキャンコンバージョン処理を施すことで、被検体の組織形状を表すＢ
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モード画像データを生成する。
【００３４】
　また、ボリュームスキャンが行なわれている場合、画像生成制御部１３１は、信号処理
制御部１２１から信号処理後のデータとしてボリュームデータを受け、そのボリュームデ
ータにボリュームレンダリングを行うことで３次元画像データを生成するようにしても良
い。さらに、画像生成制御部１３１は、ボリュームデータにＭＰＲ処理（Ｍｕｌｔｉ Ｐ
ｌａｎｎａｒ Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）を施すことにより、ＭＰＲ画像データ（
任意断面の画像データ）を生成するようにしても良い。画像生成制御部１３１により生成
された、Ｂモード画像データや３次元画像データなどの超音波画像データは表示部１４へ
出力される。
【００３５】
　画像生成制御部１３１は、操作部１５から操作者が指定した走査条件に応じで各回路を
動作させるための制御データを、制御データ読み出し領域切替部１３３１を介し制御デー
タ記憶部１３２から読み出す。
【００３６】
　なお、制御データ記憶部１３２に記憶される制御データの具体的な内容は異なるものの
、制御データ記憶部１３２及び制御データ読み出し領域切替部１３３１の構成及び動作は
、それぞれ送受信処理部１１の制御データ記憶部１１２及び制御データ読み出し領域切替
部１１３１、制御データ書き込み領域切替部１３３２と同様のため詳細な説明は省略する
。また、上記した制御データ読み出し領域切替部１１３１、１２３１、及び、１３３１と
制御データ書き込み領域切替部１１３２，１２３２、及び、１３３２とが制御データ領域
切替部に相当する。
【００３７】
　表示部１４は、画像生成制御部１３１が出力した超音波画像のデータを表示するための
表示手段である。なお、表示部１４に表示制御部（図示しない）を設け、所定のフォーマ
ットに従い超音波画像を配置し表示させるようにしても良い。
【００３８】
　制御データ生成部１６は、操作部１５から操作者が指定した走査条件を受けて、各構成
要素の制御部（送受信処理制御部１１１、信号処理制御部１２１、又は、画像生成制御部
１３１）がそれぞれの各回路を動作させるための制御データを生成する。制御データ生成
部１６は、生成した制御データを、各構成要素の制御データ領域切替部（制御データ読み
出し領域切替部１１３１、１２３１、又は、１３３１と制御データ書き込み領域切替部１
１３２，１２３２、又は、１３３２)を介して、各構成要素の制御データ記憶部（制御デ
ータ記憶部１１２、１２２、又は、１３２）に設定し記憶させる。
【００３９】
　また、制御データ生成部１６は、各構成要素の制御データ記憶部に設定送信した制御デ
ータを基に、各構成要素が動作するタイミングや該設定した制御データが記憶された領域
を指定する制御データ（例えばアドレスやポインター）を作成する。制御データ生成部１
６は、作成した制御データとしてシステム制御部１７の制御データ記憶部１７２に設定し
記憶させるとともに、制御データを制御データ記憶部１７２に設定したことをシステム制
御処理部１７１に通知する（制御データ記憶部１７２及びシステム制御処理部１７１につ
いては後述する）。
【００４０】
　なお、上記の制御データ生成部１６の説明では、操作部１５からの指示ごとに走査条件
を変更する場合の動作を例に説明したが、あらかじめ操作部１５から複数の走査条件を入
力しておき、所定のタイミングで逐次切替えることも可能である。
【００４１】
　この場合、制御データ生成部１６に、操作部１５から操作者が指定した複数の走査条件
を、各走査条件に変更するタイミングとあわせて記憶する記憶領域（図示しない）を設け
る。制御データ生成部１６は、前記各走査条件に変更するタイミングに従い、上記で説明



(8) JP 2011-156237 A 2011.8.18

10

20

30

40

50

した各制御データの作成及び設定と、システム制御処理部１７１への制御データの設定に
関する通知を行うことで実施可能である。
【００４２】
　システム制御部１７は、制御データ記憶部１７２と、制御データ読み出し領域切替部１
７３１と、制御データ書き込み領域切替部１７３２とシステム制御処理部１７１とで構成
される。
【００４３】
　制御データ記憶部１７２は、後述するシステム制御処理部１７１が動作するための制御
データを記憶する第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２を有する。制御データは、
制御データ生成部１６により、後述する制御データ読み出し領域切替部１７３１と、制御
データ書き込み領域切替部１７３２を介し第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２の
いずれか一方に書き込まれる。なお、制御データ記憶部１７２は、制御データ記憶部１１
２と同様に、第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２はそれぞれ異なるメモリで構成
するようにしても良いし、１つのメモリの記憶領域をそれぞれ異なる２つの領域に分割し
て、第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２としても良い。
【００４４】
　制御データ書き込み領域切替部１７３２は、制御データ生成部１６から設定された制御
データが第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２のいずれか一方に選択的に記憶され
るように、制御データを書込む領域を切替える。制御データ書き込み領域切替部１７３２
による制御データを書込む領域の切替えは、第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２
にそれぞれ異なる制御データが記憶されるように後述するシステム制御処理部１７１によ
り制御される。
【００４５】
　また、制御データ読み出し領域切替部１７３１は、後述するシステム制御処理部１７１
が制御データを読み出す領域を、第１の領域１７２１及び第２の領域１７２２のいずれか
一方に選択的に切替える。制御データ読み出し領域切替部１７３１による制御データを読
み出す領域の切替えは、システム制御処理部１７１が制御データ生成部１６の指示を受け
て制御する。
【００４６】
　システム制御処理部１７１は、送受信処理部１１の送受信処理制御部１１１に超音波画
像の取得の開始、終了（停止）、又は、走査条件の変更を指示するとともに、第１の領域
１１２１又は第２の領域１１２２のどちらの領域に記憶された制御データを読み出すかを
指示することで、送受信処理制御部１１１の動作を制御する。
【００４７】
　システム制御処理部１７１が、送受信処理制御部１１１を制御するタイミングや、送受
信処理制御部１１１を第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２のどちらの領域に記憶
された制御データで動作させるかは、制御データ生成部１６が制御データ記憶部１７２に
記憶させた制御データにより決定される。
【００４８】
　システム制御処理部１７１は、制御データ生成部１６からの通知を受けると、制御デー
タ生成部１６により制御データ記憶部１７２に記憶された制御データを、後述する制御デ
ータ読み出し領域切替部１７３１を介して読み出す。
【００４９】
　システム制御処理部１７１は、制御データに指定されたタイミングに従い、送受信処理
制御部１１１に超音波画像の取得の開始、終了（停止）、又は、走査条件の変更を指示す
るとともに、動作時に制御データを読み出す領域を指示する。
【００５０】
　次に、本実施形態に係る超音波診断装置１にて走査条件を変更する場合の動作について
、図２を参照しながら説明する。図２は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の走査時
の処理シーケンスを示したシーケンス図である。
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【００５１】
　例えば、肝臓造影検査の場合、動脈相や門脈相の観測を行う造影剤注入直後の初期段階
においては、造影剤の流れが速く瞬時の情報が必要となるため、フレームレートを上げた
走査条件を設定する。例えば、この走査条件を第１の走査条件とする。
【００５２】
　また、肝実質相の観測を行う検査終盤においては、造影剤の流れが緩やかになり、動脈
相や門脈相の観測時のように高いフレームレートを必要としないため、フレームレートを
下げ送信フォーカス段数を増やし高い解像度を得られる走査条件とする。例えば、この走
査条件を第２の走査条件とする。
【００５３】
　本説明では、肝臓造影検査を想定し、造影剤の注入開始から６０秒の時点（この時点を
ｎ回目の走査とする）までは動脈相や門脈相を観測する第１の走査条件で動作し、６０秒
後（ｎ＋１回目の走査）から肝実質相の観測を行う第２の走査条件に変更された場合を例
に、本実施形態に係る超音波診断装置１にて走査条件を変更する場合の動作について説明
する。なお、以下は走査間での設定変更を例に説明するが、走査線ごとに設定を変更する
ことも可能である。その場合は、走査線が切り替わる（例えばｍ本目の走査線からｍ＋１
本目の走査線に切り替わる）タイミングで後述する各制御を行うことが可能となる。
【００５４】
　操作者は、造影剤の注入開始から６０秒後（ｎ＋１回目の走査）に走査条件を第２の走
査条件に変更する場合、造影剤の注入開始から６０秒が経過する前、つまり、ｎ回目の走
査が完了する前に、操作部１５から次の走査条件（第２の走査条件）と次の走査条件に切
替えるタイミング（検査開始から６０秒後、つまり、ｎ＋１回目の走査）を指定する。
【００５５】
　制御データ生成部１６は、操作者が指定した次の走査条件（第２の走査条件）に関する
入力を操作部１５から受けて、第２の走査条件で各構成要素の制御部（送受信処理制御部
１１１、信号処理制御部１２１、又は、画像生成制御部１３１）の各回路を動作させるた
めの制御データを生成し、生成された制御データを各制御データ記憶部（制御データ記憶
部１１２、１２２、及び、１３２）に設定する。
【００５６】
　なお、以降では、単に「各構成要素の制御部」と記載した場合、送受信処理制御部１１
１、信号処理制御部１２１、又は、画像生成制御部１３１を指すものとする。同様に、単
に「各制御データ記憶部」と記載した場合、各構成要素の制御データ記憶部、つまり、制
御データ記憶部１１２、１２２、又は、１３２を指すものとする。
【００５７】
　また、本説明では、第１の走査条件に関する制御データは、各制御データ記憶部の第１
の領域（第１の領域１１２１、１２２１、又は、１３２１）に記憶されているものとする
。そのため、第２の走査条件に関する制御データは、各制御データ書き込み領域切替部（
制御データ書き込み領域切替部１１３２、１２３２、又は、１３３２）により各制御デー
タ記憶部の第２の領域（第２の領域１１２２、１２２２、又は、１３２２）に書き込まれ
るように制御される。
【００５８】
　次に、制御データ生成部１６は、各構成要素の制御部が第２の走査条件で動作を開始す
るタイミング（ｎ＋１回目の走査）と、各構成要素の制御部の各回路が第２の走査条件で
動作するための制御データが記憶された各制御データ記憶部の領域（第２の領域）を示す
データを、制御データとしてシステム制御部１７の制御データ記憶部１７２に設定する。
制御データの設定が完了すると、制御データ生成部１６は、該制御データを制御データ記
憶部１７２に設定したことをシステム制御処理部１７１に通知する。
【００５９】
　システム制御処理部１７１は、制御データ生成部１６からの指示を受けて、制御データ
読み出し領域切替部１７３１を制御し制御データを読み出す領域を第２の領域１７２２に
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切替え、制御データを第２の領域１７２２から読み出す。このとき、システム制御処理部
１７１は、あわせて制御データ書き込み領域切替部１７３２を制御し、制御データが書込
まれる領域を第１の領域１７２１に切替える。
【００６０】
　次に、システム制御処理部１７１は、制御データから送受信処理制御部１１１が第２の
走査条件で動作するタイミング（ｎ＋１回目の走査）を読み出し、送受信処理制御部１１
１に第２の走査条件での動作を指示する命令、具体的には、ｎ＋１回目の走査から第２の
走査条件への変更を通知する送受信処理命令ｃ１１１を生成する。
【００６１】
　また、ｎ＋１回目の走査から走査条件が変更されるため、システム制御処理部１７１は
、第２の走査条件に関する制御データが記憶された領域（第２の領域）を通知する領域指
定命令ｃ２１１を生成し、送受信処理命令ｃ１１１に付帯したうえで送受信処理制御部１
１１に出力する。
【００６２】
　送受信処理制御部１１１は、システム制御処理部１７１から送受信処理命令ｃ１１１が
設定されると、まず送受信処理命令に領域指定命令が付帯されているかを確認する。この
場合、領域指定命令ｃ２１１が付帯されていることになる。
【００６３】
　送受信処理制御部１１１は、領域指定命令ｃ２１１が付帯されていることを確認すると
、走査条件を変更するタイミング、つまり、ｎ＋１回目の走査に係る処理を実行する前に
制御データ読み出し領域切替部１１３１を制御し、制御データを読み出す領域を第２の領
域１１２２に切替える。このとき制御データ書き込み領域切替部１１３２をあわせて制御
し、制御データが書込まれる領域を第２の領域１１２２から第１の領域１１２１に切替え
る。
【００６４】
　制御データを読み出す領域が第２の領域１１２２に切り替えられると、送受信処理制御
部１１１は、第２の領域１１２２から制御データを読み出し、該制御データを基に超音波
プローブ１０に送信駆動パルスｃ１１２を出力する。これにより、送受信処理制御部１１
１が第２の走査条件で動作することとなる。
【００６５】
　送受信処理制御部１１１は、超音波プローブ１０からエコー信号ｃ１１３を受信すると
、受信したエコー信号ｃ１１３に遅延時間処理を行い整相加算してＲＦデータを作成する
。ＲＦデータの作成が完了すると、送受信処理制御部１１１は、該ＲＦデータを基に信号
処理を指示する信号処理命令ｃ１１４を生成し、該ＲＦデータを付帯する。
【００６６】
　また、送受信処理制御部１１１は、システム制御処理部１７１から設定された領域指定
命令ｃ２１１により走査条件が変更されているため、領域指定命令ｃ２１１と同様の条件
で制御データを読み出す領域（第２の領域）を指定する領域指定命令ｃ２１２を生成する
。送受信処理制御部１１１は、生成した領域指定命令ｃ２１２を信号処理命令ｃ１１４に
付帯したうえで信号処理制御部１２１に出力する。
【００６７】
　信号処理制御部１２１は、送受信処理制御部１１１から信号処理命令ｃ１１４が設定さ
れると、まず信号処理命令に領域指定命令が付帯されているかを確認する。この場合、領
域指定命令ｃ２１２が付帯されていることになる。
【００６８】
　信号処理制御部１２１は、領域指定命令ｃ２１２が付帯されていることを確認すると、
走査条件を変更するタイミング、つまり、ｎ＋１回目の走査に係る処理を実行する前に制
御データ読み出し領域切替部１２３１を制御し、制御データを読み出す領域を第２の領域
１２２２に切替える。このとき制御データ書き込み領域切替部１２３２をあわせて制御し
、制御データが書込まれる領域を第２の領域１２２２とは異なる領域、つまり、第１の領
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域１２２１に切替える。
【００６９】
　制御データを読み出す領域が第２の領域１２２２に切り替えられると、信号処理制御部
１２１は、第２の領域１２２２から制御データを読み出し、該制御データを基に信号処理
命令ｃ１１４に付帯されたＲＦデータを信号処理する。これにより、信号処理制御部１２
１が第２の走査条件で信号処理動作を制御することとなる。
【００７０】
　信号処理制御部１２１は、信号処理が完了すると、信号処理後のデータを基に画像の生
成を指示する画像生成命令ｃ１１５を作成し、該信号処理後のデータを付帯する。
【００７１】
　また、信号処理制御部１２１は、送受信処理制御部１１１から設定された領域指定命令
ｃ２１２により走査条件が変更されているため、領域指定命令ｃ２１２と同様の条件で制
御データを読み出す領域（第２の領域）を指定する領域指定命令ｃ２１３を生成する。信
号処理制御部１２１は、生成した領域指定命令ｃ２１３を画像生成命令ｃ１１５に付帯し
たうえで画像生成制御部１３１に出力する。
【００７２】
　画像生成制御部１３１は、信号処理制御部１２１から画像生成命令ｃ１１５が設定され
ると、まず画像生成命令に領域指定命令が付帯されているかを確認する。この場合、領域
指定命令ｃ２１３が付帯されていることになる。
【００７３】
　画像生成制御部１３１は、領域指定命令ｃ２１３が付帯されていることを確認すると、
走査条件を変更するタイミング、つまり、ｎ＋１回目の走査に係る処理を実行する前に制
御データ読み出し領域切替部１３３１を制御し、制御データを読み出す領域を第２の領域
１３２２に切替える。このとき制御データ書き込み領域切替部１３３２をあわせて制御し
、制御データが書込まれる領域を第２の領域１３２２とは異なる領域、つまり、第１の領
域１３２１に切替える。
【００７４】
　制御データを読み出す領域が第２の領域１３２２に切り替えられると、画像生成制御部
１３１は、第２の領域１３２２から制御データを読み出し、該制御データを基に画像生成
命令ｃ１１５に付帯された信号処理後のデータに超音波画像の生成に係る処理を行い画像
データを生成する。これにより、画像生成制御部１３１が第２の走査条件で画像生成の動
作を制御することとなる。
【００７５】
　画像生成制御部１３１は、超音波画像の生成に係る処理が完了すると、生成した画像デ
ータを表示させる表示命令ｃ１１６を作成し、該画像データを付加したうえで表示部１４
へ出力し、該画像データを表示部１４に表示させる。このとき、表示制御部（図示しない
）により所定のフォーマットに各画像を配置し表示させるようにしても良い。
【００７６】
　なお、走査条件を変更しない場合の動作については、システム制御処理部１７１からの
送受信処理命令ｃ１０１を起点とした、ｎ回目の走査に係る送受信処理制御部１１１から
表示部１４までの処理シーケンスが該当する。
【００７７】
　以上をまとめると、まず、各構成要素の制御部が第１の領域及び第２の領域のいずれか
一方に記憶された第１の走査条件で動作させるための制御データを基に動作している間に
、制御データ生成部１６が、次の走査条件（第２の走査条件）の制御データを他方の領域
にあらかじめ書込む。その後、走査条件の変更時に各構成要素の制御部及びシステム制御
処理部１７１が制御データを読み出す領域を一方の領域から他方の領域に切替える。これ
により、走査及び超音波画像の生成に係る処理を停止せずに走査条件、つまり、送信フォ
ーカス段数やフレームレートを第１の走査条件から第２の走査条件に変更することが可能
となる。
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【００７８】
　（変形例１）
　第１の実施形態に係る超音波診断装置では、各構成要素の制御部又はシステム制御処理
部１７１が、制御パラメータを読み出す領域及び書込む領域を切替える領域指定命令を送
受信処理命令ｃ１１１、信号処理命令ｃ１１４、又は、画像生成命令ｃ１１５のような、
超音波の送受信や超音波画像の生成に係る命令（以降ではこれらを総じて「エコーデータ
処理命令」と呼ぶ場合がある）に付帯し出力していた。
【００７９】
　しかし、必ずしも領域指定命令をエコーデータ処理命令に付帯して出力する必要はない
。変形例１に係る超音波診断装置は、領域指定命令とエコーデータ処理命令とをそれぞれ
異なる情報としてタイミングを異ならせて動作させることができる。
【００８０】
　変形例１に係る超音波診断装置の動作について、ｎ＋１回目の走査から走査条件が変更
された場合を例に、図３を参照しながら説明する。図３は、変形例１に係る超音波診断装
置の走査時の処理シーケンスを示したシーケンス図である。なお、変形例１に係る超音波
診断装置の説明については、第１の実施形態と動作の異なるシステム制御処理部１７１、
送受信処理制御部１１１、信号処理制御部１２１及び画像生成制御部１３１についてのみ
記載し、その他の構成については同様の動作のため説明を省略するものとする。
【００８１】
　システム制御処理部１７１は、ｎ＋１回目の走査を指示する送受信処理命令ｃ１１１を
送受信処理制御部１１１に設定する直前に、制御データを読み出す領域（第２の領域）を
指定する領域指定命令ｃ２１１を送受信処理制御部１１１に設定する。
【００８２】
　送受信処理制御部１１１は、システム制御処理部１７１から領域指定命令ｃ２１１が設
定されると、ｎ回目の走査に関する処理の完了後（信号処理制御部１２１に信号処理命令
ｃ１０４を設定後）に、設定された領域指定命令ｃ２１１の内容を確認する。その後、送
受信処理制御部１１１は、領域指定命令ｃ２１１で指示された条件に従い制御データ読み
出し領域切替部１１３１と制御データ書き込み領域切替部１１３２を制御し、制御データ
を読み出す領域及び制御データを書込む領域を切替える。制御データを読み出す領域及び
制御データを書込む領域の切替え制御については、第１の実施形態と同様のため詳細な説
明は省略する。
【００８３】
　送受信処理制御部１１１は、制御データを読み出す領域及び制御データを書込む領域の
切替えが完了すると、領域指定命令ｃ２１１と同様の条件で制御データを読み出す領域（
第２の領域）を指定した領域指定命令ｃ２１２を作成し、信号処理制御部１２１に設定す
る。その後、送受信処理制御部１１１は、システム制御処理部１７１から送受信処理命令
ｃ１１１を受け、ｎ＋１回目の走査に関する処理を実行する。
【００８４】
　信号処理制御部１２１は、送受信処理制御部１１１から領域指定命令ｃ２１２が設定さ
れると、ｎ回目の走査に関する処理の完了後（画像生成制御部１３１に画像生成命令ｃ１
０５を設定後）に、設定された領域指定命令ｃ２１２の内容を確認する。その後、信号処
理制御部１２１は、領域指定命令ｃ２１２で指示された条件に従い制御データ読み出し領
域切替部１２３１と制御データ書き込み領域切替部１２３２を制御し、制御データを読み
出す領域及び制御データを書込む領域を切替える。制御データを読み出す領域及び制御デ
ータを書込む領域の切替え制御については、第１の実施形態と同様のため詳細な説明は省
略する。
【００８５】
　信号処理制御部１２１は、制御データを読み出す領域及び制御データを書込む領域の切
替えが完了すると、領域指定命令ｃ２１２と同様の条件で制御データを読み出す領域（第
２の領域）を指定した領域指定命令ｃ２１３を作成し、画像生成制御部１３１に設定する
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。その後、信号処理制御部１２１は送受信処理制御部１１１から信号処理命令ｃ１１４を
受け、ｎ＋１回目の走査に関する処理を実行する。
【００８６】
　画像生成制御部１３１は、信号処理制御部１２１から領域指定命令ｃ２１３が設定され
ると、ｎ回目の走査に関する処理の完了後（表示部１４に表示命令ｃ１０６を設定後）に
、設定された領域指定命令ｃ２１３の内容を確認する。その後、画像生成制御部１３１は
、領域指定命令ｃ２１３で指示された条件に従い制御データ読み出し領域切替部１３３１
と制御データ書き込み領域切替部１３３２を制御し、制御データを読み出す領域及び制御
データを書込む領域を切替える。制御データを読み出す領域及び制御データを書込む領域
の切替え制御については、第１の実施形態と同様のため詳細な説明は省略する。
【００８７】
　画像生成制御部１３１は、制御データを読み出す領域及び制御データを書込む領域の切
替えが完了した後、送受信処理制御部１１１から信号処理命令ｃ１１４を受け、ｎ＋１回
目の走査に関する処理を実行する。
【００８８】
　なお、各構成要素の制御部（送受信処理制御部１１１、信号処理制御部１２１、又は、
画像生成制御部１３１）が、ｎ回目の走査に関する処理を完了する前に領域指定命令が設
定された場合は、各構成要素の制御部は、制御データを読み出す領域及び制御データを書
込む領域の切替えを、ｎ回目の走査に関する処理の完了後に実行する。
【００８９】
　また、各構成要素の制御部が、領域指定命令による制御データを読み出す領域及び制御
データを書込む領域の切替えが完了する前にｎ＋１回目の走査に関するエコーデータ処理
命令が設定された場合は、各構成要素の制御部は、エコーデータ処理命令によるｎ＋１回
目の走査に関する処理を、領域指定命令に係る処理の完了後に実行する。
【００９０】
　以上をまとめると、変形例１に係る超音波診断装置１は、領域指定命令とエコーデータ
処理命令とをそれぞれ異なる命令として送受信するため、各構成要素における領域の切替
制御のタイミングをさらに細かく指定することが可能となる。
【００９１】
　（変形例２）
　変形例２に係る超音波診断装置１Ａの構成について、図４を参照しながら説明する。図
４は、変形例２に係る超音波診断装置の機能ブロック図である。なお、構成の説明は、第
１の実施形態又は変形例１に係る超音波診断装置１と異なる部分についてのみ行うものと
する。
【００９２】
　第１の実施形態及び変形例１では、各構成要素の制御部が各制御データ領域切替部を切
替え制御していた。変形例２に係る超音波診断装置１Ａでは、システム制御処理部１７１
Ａが、各構成要素の制御部、つまり、送受信処理制御部１１１Ａ、信号処理制御部１２１
Ａ、又は、画像生成制御部１３１Ａの処理タイミングと、各構成要素の制御データ領域切
替部（制御データ領域切替部１７３、１１３、１２３、又は、１３３）による制御データ
を読み出す領域及び制御データを書込む領域の切替えを制御する。
【００９３】
　そのため、変形例２に係る超音波診断装置１Ａの、各構成要素の制御部（送受信処理制
御部１１１Ａ、信号処理制御部１２１Ａ、又は、画像生成制御部１３１Ａ）は、各構成要
素の制御データ領域切替部（制御データ領域切替部１７３、１１３、１２３、又は、１３
３）による制御データを読み出す領域及び制御データを書込む領域の切替え制御を行わな
い。
【００９４】
　次に、変形例２に係る超音波診断装置１Ａにて走査条件を変更する場合の動作について
、図５を参照しながら説明する。図５は、変形例２に係る超音波診断装置の走査時の動作
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を示したフローチャートである。
【００９５】
　システム制御処理部１７１Ａは、各構成要素が走査条件を変更する前の走査に係る処理
が完了したタイミングで、各制御データ領域切替部による制御データを読み出す領域及び
制御データを書込む領域の切替えを制御する。
【００９６】
　以下に、変形例２に係る超音波診断装置１Ａにて走査条件を変更する場合の動作につい
て、図５を参照しながら説明する。図５は、変形例２に係る超音波診断装置の走査時の動
作を示したフローチャートである。本説明では、ｎ回目の走査までは第１の領域に記憶さ
れた第１の走査条件に関する制御データで動作し、ｎ＋１回目の走査から第２の領域に記
憶された第２の走査条件に関する制御データで動作する場合を例に具体的に説明する。
【００９７】
　（ステップＳ１０１、ステップＳ１１１）
　送受信処理制御部１１１Ａは、システム制御処理部１７１Ａからの送受信処理命令（ス
テップＳ１７１）を受けて、第１の領域１１２１に記憶された制御データに従い、ｎ回目
の走査に係る送受信処理を実施する。送受信処理制御部１１１Ａは、超音波プローブ１０
から受信したエコー信号を遅延加算処理したうえで、ＲＦデータとして信号処理制御部１
２１に出力する。ＲＦデータの出力処理が完了したら、送受信処理制御部１１１Ａは、シ
ステム制御処理部１７１Ａに送受信処理出力完了を通知する。
【００９８】
　（ステップＳ１７２）
　システム制御処理部１７１Ａは、送受信処理制御部１１１Ａから送受信処理出力完了が
通知されると、送受信処理部１１Ａの制御データ読み出し領域切替部１１３１に制御デー
タを読み出す領域として第２の領域を指定した領域指定命令を設定する。
【００９９】
　（ステップＳ１１２）
　送受信処理部１１Ａの制御データ読み出し領域切替部１１３１は、システム制御処理部
１７１Ａからの領域指定命令を受けて、送受信処理制御部１１１Ａが制御パラメータを読
み出す領域を第２の領域１１２２に切替える。あわせて制御データ書き込み領域切替部１
１３２は、制御データ生成部１６により制御データが書き込まれる領域を第１の領域１１
２１に切替える。
【０１００】
　具体的には、システム制御処理部１７１Ａからの領域指定命令により、制御データ読み
出し領域切替部１１３１は、第１の領域１１２１及び第２の領域１１２２のいずれか一方
の領域に記憶された制御データを読み出し可能に制御する。このとき、制御データ記憶部
１１２への制御データの書き込みは、制御データ書き込み領域切替部１１３２により他方
の領域にのみ書き込み可能に制御される。本制御は第１の実施形態又は変形例１に係る超
音波診断装置１における各制御データ領域切替部の制御と同様である。
【０１０１】
　よって、システム制御処理部１７１Ａからの領域指定命令により、送受信処理制御部１
１１Ａが制御パラメータを読み出す領域が、ｎ回目の走査に関する処理の完了後に第２の
領域１１２２に変更される。これにより、送受信処理制御部１１１Ａは、ｎ＋１回目の走
査から設定変更後の新しい走査条件（第２の走査条件）で動作することとなる。
【０１０２】
　（ステップＳ１７３）
　次に、システム制御処理部１７１Ａは、信号処理制御部１２１Ａに信号処理を指示する
信号処理命令を設定する。
【０１０３】
　（ステップＳ１２１）
　信号処理制御部１２１Ａは、システム制御処理部１７１Ａからの信号処理命令を受けて
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、第１の領域１２２１に記憶された制御データに従い、送受信処理制御部１１１Ａが設定
したｎ回目の走査に関するＲＦデータを信号処理する。信号処理の内容については信号処
理制御部１２１と同様のため説明は省略する。
【０１０４】
　信号処理制御部１２１Ａは、信号処理が完了すると、信号処理後のデータを画像生成制
御部１３１Ａに出力する。信号処理後のデータの出力処理が完了したら、信号処理制御部
１２１Ａは、システム制御処理部１７１Ａに信号処理出力完了を通知する。
【０１０５】
　（ステップＳ１７４）
　システム制御処理部１７１は、信号処理制御部１２１Ａから信号処理出力完了が通知さ
れると、信号処理部１２Ａの制御データ読み出し領域切替部１２３１に制御データを読み
出す領域として第２の領域を指定した領域指定命令を設定する。
【０１０６】
　（ステップＳ１２２）
　信号処理部１２Ａの制御データ読み出し領域切替部１２３１は、システム制御処理部１
７１Ａからの領域指定命令を受けて、信号処理制御部１２１Ａが制御データを読み出す領
域を第２の領域１２２２に切替える。あわせて制御データ書き込み領域切替部１２３２は
、制御データ生成部１６により制御データが書き込まれる領域を第１の領域１２２１に切
替える。領域の切替え制御については、送受信処理部１１Ａの場合と同様のため詳しい説
明は省略する。
【０１０７】
　（ステップＳ１７５）
　次に、システム制御処理部１７１Ａは、画像生成制御部１３１に超音波画像の生成を指
示する画像生成命令を設定する。
【０１０８】
　（ステップＳ１３１）
　画像生成制御部１３１Ａは、システム制御処理部１７１からの画像生成命令を受けて、
第１の領域１３２１に記憶された制御データに従い、信号処理制御部１２１Ａから設定さ
れたｎ回目の走査に関する信号処理後のデータを基に超音波画像を生成する。信号処理後
のデータから超音波画像を生成する処理の内容は画像生成制御部１３１と同様のため説明
は省略する。
【０１０９】
　画像生成制御部１３１Ａは、超音波画像の生成の処理が完了すると、生成した画像デー
タを表示部１４に出力し表示させる。画像データの出力処理が完了したら、画像生成制御
部１３１Ａは、システム制御処理部１７１に画像生成出力完了を通知する。
【０１１０】
　（ステップＳ１７６）
　システム制御処理部１７１は、画像生成制御部１３１Ａから画像生成出力完了応答通知
されると、画像生成部１３Ａの制御データ読み出し領域切替部１３３１に制御データを読
み出す領域として第２の領域を指定した領域指定命令を設定する。
【０１１１】
　（ステップＳ１３２）
　画像生成部１３Ａの制御データ読み出し領域切替部１３３１は、システム制御処理部１
７１Ａからの領域指定命令を受けて、画像生成制御部１３１Ａが制御データを読み出す領
域を第２の領域１３２２に切替える。あわせて制御データ書き込み領域切替部１３３２は
、制御データ生成部１６により制御データが書き込まれる領域を第１の領域１３２１に切
替える。領域の切替え制御については、送受信処理部１１Ａの場合と同様のため詳しい説
明は省略する。
【０１１２】
　（ステップＳ１７６）
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　システム制御処理部１７１は、画像生成制御部１３１Ａに領域指定命令を設定した後、
ｎ＋１回目の走査に係る処理を開始する。
【０１１３】
　これにより、各構成要素の制御部（送受信処理制御部１１１Ａ、信号処理制御部１２１
Ａ、又は、画像生成制御部１３１Ａ）がｎ回目の走査に係る処理の完了後、各領域指定命
令により制御データを読み出し領域が第２の領域に変更される。このことから、各構成要
素の制御部はｎ＋１回目の走査から設定変更後の新しい走査条件、つまり第２の走査条件
で動作することとなる。
【０１１４】
　以上により、変形例２に係る超音波診断装置１Ａにおいては、システム制御処理部１７
１により、各構成要素の制御部の動作と各構成要素における領域の切替制御を集中管理す
ることが可能となる。
【０１１５】
　図６は、走査条件の変更を行う際の従来の方式及び新しい方式の処理流れを時間軸上で
比較した比較図である。図６からもわかる通り、本発明に係る超音波診断装置における各
構成要素の制御部は、走査及び画像生成に関する処理を停止することなく、走査条件変更
前の処理（図６の「第１の走査条件での観測」）から走査条件変更後の処理（図６の「第
２の走査条件での観測」）に移行することが可能である。このことから、フレームレート
や送信フォーカス段数などの走査条件を、超音波診断を中断することなく第１の走査条件
から第２の走査条件に変更することが可能となる。
【０１１６】
　なお、上記した第１の実施形態、変形例１、及び、変形例２の説明では、フレームレー
トや送信フォーカス段数等の走査条件を変更する場合を例に説明したが、走査線の数等の
他の走査条件や、Ｂモードやドップラーモード等の走査モードも同様の方法で変更するこ
とが可能である。
【０１１７】
　また、上記した第１の実施形態、変形例１、及び、変形例２の説明では、走査条件を変
更するときに領域指定命令を設定する例について説明したが、単に設定変更を通知する命
令により各構成要素の動作を制御する構成としても良い。
【０１１８】
　この場合、設定変更を通知する命令により、各構成要素の制御部が制御データを読み出
す領域は、現在走査条件を読込んでいる領域から他方の領域（新しい走査条件が記憶され
た領域）に切替えられるように各制御データ領域切替部が制御される。このとき、制御デ
ータが書込まれる領域は、新しい走査条件が記憶された領域とは異なる領域に切替えられ
るように各制御データ領域切替部が制御されると良い。
【符号の説明】
【０１１９】
　１、１Ａ　超音波診断装置　　１０　超音波プローブ
　１１、１１Ａ　送受信処理部　　１１１、１１１Ａ　送受信処理制御部
　１２、１２Ａ　信号処理部　　１２１、１２１Ａ　信号処理制御部
　１３、１３Ａ　画像生成部　　１３１、１３１Ａ　画像生成制御部
　１４　表示部　　１５　操作部　　１６　制御データ生成部
　１７、１７Ａ　システム制御部　　１７１、１７１Ａ　システム制御処理部
　１１２、１２２、１３２、１７２　制御データ記憶部
　１１３１、１２３１、１３３１、１７３１　制御データ読み出し領域切替部
　１１３２、１２３２、１３３２、１７３２　制御データ書き込み領域切替部
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